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は し が き

近年,社会基盤施設に対して,経済性と景観性の両者を兼ね備えた構造物の構築が強

く望まれている.一般に社会基盤施設は,公共性､スケールの大きさ,周辺の景観との調

和により,地域のランドマーク的な存在になり得る物であり,特に,橋梁構造物はその

ような特性を強く有している.こうした背景の下,近年,橋梁構造物の場合,.主要部材

として活用でき,かつ造形にも配慮した部材の開発の要望が,益々強まっている.そこ

で本研究では,橋梁構造物の使用を目的とした新しい桁構造形式の一つとして,Ⅰ形断面

鋼板桁のウェブ部にデザイン線ともなる折れ鋼板材を用いた鋼桁の力学的特性について,

検討を行った.折れ板断面桁は,Ⅰ形断面桁のウェブ部に折れ鋼板材を用いることによっ

て,折れ線上に光と影のラインを与え,桁高を低く見せる効果が有り,景観上優れた構

造部材になり得るものと考えられる.更に,構造上の特性として,折れ鋼板材による側

方への補剛効果が期待される.

鋼飯桁は,橋梁構造物に広範囲に使用されている基本的な構造要素であり,その耐

荷力は,部材全体の横倒れ座屈,断面を構成する板要素の局部座屈,及び局部座屈と

横倒れ座屈との達成座屈によって支配されることが知られている.通常のⅠ形断面を有

する鋼桁の曲げ圧縮強度に関する各国の現行設計基準では,断面構成板要素の局部座

屈強度と部材の横ねじれ座屈強度の小さい方で,面内曲げ部材強度を規定している.

断面区分は板要素の座屈強度より,また,部材区分は横ねじれ座屈強度より,それぞ

れ独立に基準化されている.折れ鋼板材を用いた新形式鋼桁の実用化を促進する為に

は,折れ線による補剛効果が終局強度に及ぼす影響,断面及び部材区分の基準化,折

れ板要素の力学的特性の解明等が必要である.

本研究では,折れ板を用いた新形式鋼桁の耐荷力特性に関する基礎的資料を得る目

的で,まず初めに,Ⅰ形断面鋼桁とそれらの桁のウェブ部に折れ鋼板材を用いた折れ板

断面鋼桁について,それぞれ模型桁を製作 し,実験供試体に等曲げモーメントを作用

させて耐荷力実験を行った.更に,薄板耐荷力解析用に開発した弾塑性有限変位理論

に基づく解析法を用いて耐荷力解析を行い,その強度について比較検討を行った.

次に,面内曲げを受ける折れ板断面鋼桁について,その強度に影響を及ぼすと考え

られる,折れ角,断面構成板の幅厚比,桁部材細長比,及び材料強度等の因子を種々

変化させ,上記解析法によりパラメトリック解析を行い,構造諸元等が折れ板断面鋼

桁の耐荷力に及ぼす影響について検討を行った.更に,パラメ トリック解析によって

得られた座屈変形モー ド図及び耐荷力曲線等に基づいて,折れ板断面を有する鋼桁の

崩壊様式の分類を行った.
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